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施設コンセプト・施設概念１
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市民総合交流拠点施設 基本設計図書

会議室イメージ図

団体利用イメージ図

学習コーナーイメージ図

「游環構造理論」を用いた具体案１

「游環構造理論」を用いた具体案３

「游環構造理論」を用いた具体案２

「游環構造理論」を用いた具体案４

活動室イメージ図

① 市内における施設の位置付け　　 ② 整備方針の三大コンセプト ③三大コンセプトを実現させる施設概念

「遊環構造理論」による回遊性のある建築計画

交流しやすい空間とは、遊びに来て楽

しい、歩き回れる空間構成になってい

ることです。それぞれの目的の所だけ

しか利用するのではなく、他の人達、

若い人も高齢者もこどもたちも、他の

人が何をやっているか、という他者の

活動に興味を持てるような空間のしつ

らえが大切です。「遊環構造理論」によ

り、回遊性のある建築計画を実現する

ことによって交流意欲を喚起する空間

をつくります。

①交流拠点 /②機能集約

・施設の各機能は「個の集合体」ではなくシームレスに融合された「一個体」を目指した施設です。

③防災拠点

・施設は状況に応じて特定機能へ「色替え」（機能転換）できる施設です。

各機能の連携を促進
開放的で一体感のある空間構成により、「みるみられる」関係が日常的につくり出さ

れ、それぞれが関心や興味をもつことによって、各機能の連携が促進されます。

施設概念図（コンセプトリング）

1. 新しい交流のあり方（交流拠点）
　　　　　　　            　　～人が集う施設～
市民をはじめ、勤労者、地元企業、地域の団体等、

様々なヒトに交流の場や創造の場を提供すること
で、新しい交流が生まれ、その交流を通じて多種
多様な連携、協力が創出されていく施設を目指し
ます。

2. 施設の複合化と機能の集約（機能集約）
　　　　　　　　　　～人に身近な施設～
施設の複合化により、多くの機能（サービス）が

集約し、これまで別々の施設で行っていたサービ
スを一つの施設で利用できるなど、利用の幅が大
きく広がります。東部地域において、市民に身近
な行政サービスの提供や福祉の増進など、利便性
の向上を図った施設を目指します。

3. 予期せぬ危機や新時代に備える（防災拠点）
　　　　　　　　　　       　～人が頼る施設～
大規模災害発生時などの際、地域の方々が安全で

安心な建物として避難できるとともに、東部地域
の防災拠点としての機能を備え、予期せぬ危機に
対応できる施設を目指します。

新たな拠点となる本施設には、市の東部に点在している複数の施設を複合化し
て機能を集約することで、様々なヒトに交流の場を提供するとともに、一元化
された行政サービスを行うことができる「交流拠点」として整備します。市全
体の位置関係に着目すると、西部には行政拠点である市役所本庁舎、中部には
知の拠点であるアキシマエンシスが位置しています。これらの拠点が最適な位
置関係にあることから、各々が相互に関わりあうことで、市内における様々な
ニーズに対応した行政サービスの提供が期待できます。

昭島市広域図

④ 交流意欲を喚起する空間づくり

 アキシマエンシス

 本施設 

 市役所本庁舎

知の拠点

行政拠点
交流拠点

めまい空間

小広場

大きな広場

近道

循環動線

シンボル
Symbol

Place for Vertigo

Short Cut

Circular Path
Pocket Park

小広場
Pocket Park

小広場
Pocket Park

Large Park

大きな広場
Large Park

大きなめまい広場
Large Place for Vertigo

⑤近道（ショートカット）ができる

①循環機能がある

②循環が安全で変化に富んでいる

③シンボル性の高い空間がある

④めまいを体験できる部分がある

⑥広場などが取り付いている

⑦全体がポーラスな空間で構成され

意欲を喚起する空間
「遊環構造理論」7つの条件

ている

市民総合
交流拠点施設

市民交流
センター

サテライト
オフィス

避難所・
災害対策本部
（代替施設）

喫茶・売店
商工会

勤労市民共済会

図書館分館

東部地域包括
支援センター

東部出張所
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建築概要・案内図３
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2022.06市民総合交流拠点施設 基本設計図書

計画敷地
東京都昭島市玉川町4丁目9番22号

案内図

中神駅南口
（在来線）

東中神駅南口
（在来線）

江戸街道
都道153号

多摩大橋通り
都道59号

0m 100m

計画概要 案内図

⑤ ⑥ ⑦ ⑧
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配置計画5
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①車両動線計画 ②配置計画

2022.06市民総合交流拠点施設 基本設計図書

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

計画敷地は周辺が住宅地域であり狭小道路に面しているため、交通量が増加し渋滞が発生することが考えられます。
計画敷地の周辺状況を勘案して、主な進入路と退出路のルートを指定します。

駐車場13台

駐車場11台

駐輪場
40台

バイク
5台

江戸街道

多
摩
大
橋
通
り 計画

敷地

進入路

退出路

②配置計画

0 10 20 30 70(m)

車両進入の利便性を考慮し、駐車場は敷地北側にまとめ、車両動線は敷地内一方通行にします。
施設利用者の安全に配慮し、歩行者と車両の動線を明確に分けることにより、安全性の向上を図ります。

0 10 20 30 50(m)

車両動線

歩行者動線
車両エリア

歩行者エリア

出入口

駐車場合計：24台
駐輪場合計：40台
バイク駐輪場合計：5台

管理用出入口
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①施設機能構成6

06

①車両動線計画

2022.06市民総合交流拠点施設 基本設計図書

東部
出張所 活動室

商工会・勤労市
民共済会 貸室

貸室

断面模式図（南北方向）

交流ゾーン

業務
ゾーン

共用
ゾーン

共用
ゾーン

共用
ゾーン

交流
ゾーン

中央通路

吹抜 学習
コーナー

ラウンジ

貸室

断面模式図（東西方向）

管理室 休憩室
更衣室

東部
出張所

東部地域包括
支援センター

カフェ
ショップ 活動室 キッズ

コーナー 図書館分館

階段・EV階段

IN

交流ゾーン

2階ゾーニング

1階ゾーニング

貸室階段 階段・EV

3階ゾーニング

平面模式図

商工会・勤労市
民共済会 防災倉庫

貸室 相談室等

学習
コーナー階段・EV階段

ラウンジ
吹抜

階段

階段・EV

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

①交流拠点と機能集約

交流ゾーン
（公共部分）　

共用ゾーン
（公用・公共部分）　

業務ゾーン
（公用部分）　

・貸室
・活動室
・相談室
・図書館分館
・カフェ /ショップ

〈フリースペース〉
・ラウンジ
・学習コーナー
・キッズコーナー

・東部出張所
・東部地域包括支援センター
・商工会 /勤労市民共済会
・倉庫
・管理室
・防災倉庫

・廊下
・回廊
・階段

・トイレ
・エレベーター
・授乳室

本施設は、以下のような 3つのゾーンで構成されます。 1・2階は、施設の背骨となる軸を東西方向に貫き、吹き抜けを持つ共用ゾーンを中心に南側を交流ゾーン、北側
を業務ゾーンとする明確でわかりやすいゾーニング計画としています。大空間である貸室は 3階に設けます。

貸室の周囲に回廊をつくり壁面を利用して、文化・芸術に
関わる作品等を展示します。

機能集約　集約する機能を体系別に分類し、各機能を最適な位置に整理した建築計画です。

交流拠点　遊環構造理論による回遊性のある建築計画とすることで、交流意欲を喚起する空間をつくります。

■建築計画の主旨

文化・芸術の回廊

一般市民・学生・企業など、様々な利用者の回遊を促し、
適所に広場となるフリースペースを作ることで、人の流れ
に変化も生まれます。

交流の回廊

中央通路
施設の軸である中央通路は吹抜のある開放的な空間とするこ
とで、全体がエントランスホールとなり、利用者を迎えます。

立体的な回遊動線
東西に視認しやすくのぼりやすい階段と
エレベーターを計画し、2階・3階へと
来館者を自然に誘引し、縦方向の回遊性
を高めます。

■ゾーニング計画：東西を貫く施設の軸を中心とした明快なゾーニング計画■施設機能構成：３つのゾーン
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775 ㎡建築面積

 配置図兼1階平面図　S＝１：３００ 床面積

カフェテラス

1F　741 ㎡

車両動線

歩行者動線

出入口

管理用出入口
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建築計画図ーーー①配置図兼1階平面図7
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2階平面図　S＝１：３００

床面積 2F　640 ㎡
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建築計画図ーーー①2階平面図8

2022.06市民総合交流拠点施設 基本設計図書

2F 貸室の構成・収容人数・利用想定

貸室サイズ

　面積
（想定収容人数） （約 35人） （約 22 人）

70 ㎡ｘ1室 45 ㎡ｘ1室

利用想定
中・小会議
団体利用等

少人数利用
上足利用

（約 19 人）

38 ㎡ｘ1室

少人数利用

中 小① 小②

2F

多様な貸室面積にすることで、利用者の利便性向上及び貸室の
稼働率向上を図ります。
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床面積 3F　744 ㎡

3階平面図　S＝１：３００

1室利用 2室利用
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建築計画図ーーー①3階平面図8

2022.06市民総合交流拠点施設 基本設計図書

3F 貸室の構成・収容人数・利用想定

貸室サイズ

　面積

多様な貸室面積にすることで、利用者の利便性向上及び貸室の
稼働率向上を図ります。

（想定収容人数）
394 ㎡ｘ1室
（講演会約 300 人）
（立席約 200 人）
（スクール形式約 120 人）

174 ㎡ｘ2室
（約 87 人）

利用想定 イベント、宴会等 大会議、軽運動等

3F

特大 大
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屋根伏図　S＝１：３００

太陽光発電パネル
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建築計画図ーーー①屋根伏図8
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B-B’ 南北断面図　S＝1/300

A-A’ 東西断面図　S＝1/300A A’

B B’

西 東

南 北

建築計画図ーーー②断面図7

15
2022.06市民総合交流拠点施設 基本設計図書

18169
テキストボックス
施設計画概要書

18169
長方形

18169
長方形

18169
タイプライターテキスト
9



建築計画図ーーー③内外装仕上計画7
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西側立面図　1/300

東側立面図　1/300

南側立面図　1/300

北側立面図　1/300

■外装計画　
〇隣接地域に配慮した外装計画
西側外壁3階部分をセットバックさせ建物のボリュームを抑えることで、圧迫感の軽減を図ります。
地域になじむよう、アースカラーを基調とした外装色を採用します。

〇開放的な建築空間を創出した外装計画

1階南側交流ゾーンには開放的一体感の生まれるアルミカーテンウォールを採用することで、屋内と屋外に
いる人々の間に、見る見られる関係が生まれます。
それぞれの活動に関心や興味を持てる空間構成は、各機能の連携を促進します。

〇環境に配慮した外装計画
庇やLow-Eガラス（一般部）の採用により、熱負荷を抑制することで、空調及び照明エネルギーの削減を図ります。
屋根・外壁は断熱することで、外皮性能の向上を図ります。

屋根は、耐震性、防水性、耐久性などの性能に配慮し、軽量な金属屋根を採用します。
外壁は、耐火性、耐久性に優れ、層間変位追従性能や止水性能なども十分に確保できる製品・構法を採用します。

〇耐久性と安全性に配慮した外装計画
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東部出張所 商工会・勤労
市民共済会

防災倉庫
倉庫

貸室（小）貸室（中）

緊急車両等待機場所
炊き出し場
（15ｘ30M）

救護室

サテライトオフィス

サテライト職員数：65人

倉庫

東部地域包括
支援センター

駐車場

駐車場

駐輪場

バイク

カフェ
活動室 図書館分館

ワンタッチパーテーション（大人2人+子供2人）

1F：6Ｘ4人＝24人 2F：20Ｘ4人＝80人 3F：56Ｘ4人＝224人
合計：約328人

：居住スペース ：配給スペース ：職員待機場所 ：防災倉庫：リフレッシュスペース

：サテライトオフィス

情報提供コーナー

※施設の一部（3階）を機能転換して対応し、1階・2階は通常の施設運用が可能です。

新型コロナ感染症等の対策としてサテライトオフィスに機能転換することで、市役所業務の継続が可能になります。
（市職員の約１割が勤務）

災害時には東部の防災拠点となる避難所に機能転換します。

活動室 貸室（小）貸室（小） 貸室（中）

建築計画図ーーー⑦外構図7

24

整備方針の実現8

 配置図兼1階平面図　  2階平面図　  3階平面図　

 配置図兼1階平面図　  2階平面図　  3階平面図　

ワンタッチパーテーションイメージ図ワンタッチパーテーションイメージ図 マンホールトイレイメージ図

2022.06市民総合交流拠点施設 基本設計図書

①安全で安心な施設 ② 可変性のある施設

一部鉄骨造の採用
3 階貸室を大空間にするため、屋根を軽量化して柱間隔を広

げ、構造の合理化を図ります。また、躯体用防水に比べ耐用

年数の長い金属屋根にすることで、施設の更新性向上につな

がります。構造合理化と更新性向上を考慮した結果、一部に

鉄骨造を採用しました。

　【マンホールトイレ】
・設置個数は収容人数 75 人当たり 1 基を想定しています。
　排水する場合は貯留雨水を活用します。

鉄筋コンクリート造

免震アイソレータ

鉄骨造

災害時の時系列フロー図

構造アイソメ図

【電力】
・災害により停電した場合を想定し、施設の機能維持に
最低限必要な設備へ電力供給するため、非常用発電機
（3日稼働分）を設置します。

【給水】
・災害により上水道本管が機能しない場合を想定し、上
水系統は FRP 製受水槽に貯留した上水を加圧給水装置
で各階に供給します。また、中水系統は貯留した雨水を
各階のトイレ洗浄水に利用します。

【排水】
・災害により下水道本管が機能しない場合を想定し、排水は
躯体を利用した非常用排水貯留槽に一時的に貯留します。

　

免震構造と長寿命化 避難所機能

サテライトオフィス機能

ライフラインの災害対策

計画地は浸水想定区域外（水害対策）にあり、計画建物は低

層（風害対策）のため、地震対策を中心に検討しました。加えて、

本施設を東部の防災拠点として位置付けていることから、施

設の機能維持が重要であることも考慮に入れ、免震構造を採

用しました。構造形式は、空間の可変性が高く平面計画の自

由度が高い構造壁のないラーメン構造を計画しています。

なお、免震構造は地震エネルギーの影響を受けにくいため、

建物の長寿命化にもつながります。

マンホールトイレ

避難者の動線

0M 5M 10M

災害発生

電力

電力
供給

非常用発電機（3日間）連続運転　・UPS

・非常用発電機（燃料備蓄 3日分）
・UPS（サーバー等最重要負荷への無停電電源の供給）

照明
コンセント 運転継続（非常用発電機）

通信 使用継続（非常用発電機・UPS）

空調 重要エリアの運転継続（非常用発電機）

上水 受水槽 (3 日分 )※飲料水は給水車を想定
+給水ポンプ（3日間稼働）（非常用発電機）

雨水貯留槽（3日分）+中水ポンプ (3 日間稼働 )雑用水

下水排水 非常用排水貯留槽（3日分）

備蓄品 継続利用（随時補充）

～ 3日間

※災害対策本部は市役所本庁舎に設置できない場合、本施設に代替して
設置します。その際は中央通路及び活動室を機能転換します。

※施設全体を機能転換して対応します。
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マイナンバーカードを読み取れる機器

タブレット端末への手書きサイン

図書館端末台

図書自動貸出返却装置

　　　　　　　〈基本方針 1〉
市民が「便利になった」と実感する

デジタル化の推進

　　　　　　　〈基本方針 2〉
未来を見据えたスマート施設の推進

　　　　　　　〈基本方針 3〉
デジタル化に不安を抱かない安全・安心・

信頼の確立

管理室 情報コーナー

全館

東部出張所

貸室

活動室

相談室

東部地域包括
支援センター

商工会・
勤労市民共済会

図書館分館

喫茶、売店

交流センター

・窓口の申請書電子化
・電子決済（キャッシュレス）導入事業
・多言語対応の体制強化
・ AI チャットボットサービスの導入

・情報セキュリティ対策機器の強靭化
※介護ネットワーク（介護福祉課との連携）

・情報セキュリティ対策機器の強靭化

・電子決済（キャッシュレス）導入事業
・多言語対応の体制強化
・AI チャットボットサービスの導入
・貸室予約システムの整備
・大型デジタルサイネージ

・公共施設におけるWi-Fi 整備・拡充の推進

・サテライトオフィスの整備
・テレワーク環境整備事業の推進

・電子決済（キャッシュレス）導入事業

・図書館管理システム導入
　（市内図書館との連携）

整備方針の実現8
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③デジタル化に対応した施設
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⑤環境に配慮した施設

④ユニバーサルデザインに配慮した施設
誰にでも公平で、簡単に使えて分かりやすいなど、すべての人に配慮したユニバーサルデザインを導入

敷地内アクセス経路
・安全に通行できる

・照度を確保

・段差のない通路

・誘導ブロックの設置

出入口の幅
・1.2Ｍ以上を確保

・音声誘導装置設置

駐車場からの
車椅子利用者動線
・雨に濡れず建物入口への移動

　できる最短距離で計画
ユニバーサル階段
・２段手摺の設置

・視認性がよい

車椅子対応 EV 
・ストレッチャー対応

・視認性がよい

施設受付（案内）
カウンター
・視認性がよい場所に設置

ユニバーサルデザインの一例（共用ゾーン）を示します。

車椅子利用者駐車場
・ゆとりのある乗降スペース

廊下
・幅員 1.4m以上確保

廊下
・幅員 1.4m以上確保

ルーフ
バルコニー
・落下対策のため、二重手摺

多目的トイレ
・ベビーチェア・手摺・オストメイト対応

・ユニバーサルシート

多目的トイレ
・ベビーチェア・手摺・オストメイト対応

・ユニバーサルシート

授乳室
・オムツ交換台対応

多目的トイレ
・ベビーチェア・おむつ替えシート

・手摺

【省エネルギー】
•外皮性能の向上による負荷の抑制
Low-E ガラスの採用、庇などによる熱負荷の抑制　など

•自然エネルギー利用
自然光の利用、自然換気、地中熱、雨水の積極的活用　など
•設備システムの高効率化
高効率照明の採用、高効率変圧器による電力損失の最小化　など

【創エネルギー】
・再生可能エネルギーの導入
屋上に太陽光パネルを設置　など

「カーボンクォーター 2030（2030 年までに市の事務事業に伴
う温室効果ガス排出量 75%削減）」の実現に向けて環境に配慮
した施設を整備します。建築物における負荷の低減、自然エネ
ルギー利用や設備の効率化による「省エネルギー」と、再生可
能エネルギー導入による「創エネルギー」により、環境に配慮
した施設を目指します。

■環境負荷の低減を目標とした設計

整備方針の実現8
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太陽光発電パワコン、蓄電池

防災倉庫
（2F)

太陽光パネル

雑用水
便器洗浄に利用

雨水利用
（集水）

中水用水槽
（雨水含む）

上水受水槽

雑用水
便器洗浄に利用

自然光利用

高効率照明機器

空調機

空調機

Low-Eガラス
の採用

外皮の高断熱化 地中熱利用
水冷ヒートポンプ

地中熱交換器　　

自然換気の
積極的採用

自然換気の
積極的採用

消火水槽災害用排水槽

免震ピット

環境配慮設備　断面イメージ

東部出張所

1F平面図

2F平面図

3F平面図

商工会・勤労
市民共済会

防災倉庫
倉庫

貸室

貸室

倉庫

東部地域包括
支援センター

駐車場

駐車場

駐輪場

バイク

カフェ
ショップ 活動室 図書館分館

面取例 ゾーンで区別された色彩計画随所にベンチを計画 簡単で分かりやすいサイン計画

・ノーマライゼイションの考え方に基づき、ユニバーサルデザ

　イン及びバリアフリー計画を進め、市民や職員のくらしや活

　動、学び、働く場の環境を整えます。

・すべての市民が楽しみながら施設内を回遊できる計画としま

　す。高齢者や障がい者の方でも介助なしで、安全で快適に施

　設を利用できるようにバリアフリーの施設計画を行います。

・施設利用者の立場になり計画を進め、誰もが障壁なく容易に

　目的地まで到達できるユニバーサルデザインの視点に充分配

　慮します。

18169
テキストボックス
施設計画概要書

18169
長方形

18169
長方形

18169
タイプライターテキスト
13



パース
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西道路からの外観イメージ １F中央通路のイメージ①

2Fから中央通路のイメージ② ３F貸室（特大）のイメージ

⑤ ⑥ ⑦ ⑧
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